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荷主殿各位

川崎汽船株式会社

自動車船営業グループ

中近東・アジアチーム

フィリピン向け税 関申請新制度及び書類記載事項について

拝啓、貴社益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。
また、平素は格別のご厚情を賜りまして誠に有難う御座います。

この度、フィリピン税関庁より、フィリピン向けの税関申請について、下記新制度が発効されました。
また、フィリピンで荷揚げされる貨物において、B/L及びマニフェストヘのHS CODEの記載も義務付けられ
ましたので、ご報告申し上げます。

敬具

対象港

対象貨物

税関申請制度

記載必須事項

適用開始日

記

フィリピン全港
フィリピン向け輸入及びフィリピンでトランシンプする全貨物

本船がフィリピン港に到着する48時間前までに、該当貨物のマニフェスト情報

及びB/Lコピーをフィリピン税関へ提出
※ 非船舶運航一般輸送人(鴎rOcC)として、HOUSE B/Lを発行されている
場合は、フィリピン港到着48時間前までに、お客様側でHOUSE B/Lの
マニフェスト情報及びHOUSE B/Lコ ピーをフィリピン税関へご提出いただ
くことになります。

HS CODE(6イ行)           '

2019有 Fll)]12日

お手数をおかけいたしますが、船積み書類を差し入れいただく際、上記の事軋 合わせて
ご提出いただきますよう、お願い申し上げま嘲。

ご質問等ございましたら各担当営業チームまでお問い合わせくださいませ。

以上


